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佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

  令和３年度において当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活

用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び「Ｎ

ＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定により、関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第７号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第７号 別紙２） 

 

 

  



（様式第７号 別紙１） 

 
 
 令和３年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書 

 
団体名 一般社団法人ぷらむ佐賀 

 
１ 事業実施期間 2021年 4月 1日から 2022 年 3 月 31日まで 

 

２ 事業の成果（県民の便益にどのようにつながったのかについて記載） 

 今年度は、新型コロナウィルスの感染拡大により、活動に制限がかかることが多かったが、その中

でも、家族交流会の定期開催ができ、当事者家族の方々４０名がさんかしてくださり、現状などを聞

くことができた。 

 また、勉強会・研修会の年６回の開催、１０回のケース会議の開催により、家族会の皆さんに高次

脳機能障害に対する理解や対応方法の取得、医療福祉関係者の方々の理解、行政関係者への理解の促

進を図ることができた。 

 一方で、視察を予定していたが、コロナウィルスの影響で先方の受け入れができず、オンラインで

のやり取りが中心となり、現場視察を行い運営面や経営面での理解を深めるまでに至らなかった。 

 その中でも、家族会からの相談により、福岡県のグループホームへの取次などの対応ができたこと

は、定期的な家族会での交流で当法人を認知してもらえている、という自信となった。 

  

３ 寄附金を活用して行った事業の実施に関する事項 

(1) 今年度寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合はGCF名とその内容を記載） 

事 業 名 具体的な事業内容 

(A)実施日時 

(B)実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

支出金額 

(単位：千円) 

①家族交流

会事業 

 

高次脳機能障害の当事者及

びその家族の不安や悩みの

解消・情報提供をするための

交流会を開催する。 

(A)奇数月（年３

回） 

(B)佐賀県内 

(C)4名 

(D)高次脳機

能障害当

事者・家

族 

(E)４０名 

260 

 

 

②勉強会事

業 

高次脳機能障害について理

解し、当事者・家族の問題の

軽減と対応方法の取得を目

的とする勉強会を開催する。 

(A)年６回 

(B)佐賀県内 

(C)3名 

(D)高次脳機

能障害当

事者・家

族、医療

福祉関係

者 

(E)７８名 

362 

③グループ

ホ ー ム 設

立 に 向 け

た 視 察 や

勉 強 会 参

加 

高次脳機能障害向けグルー

プホームの設立に向け、他県

等の先進事例の視察や勉強

会を開催する。 

(A)年１０回 

(B)福岡県等の近

県及び 

(C)2名 

(D)高次脳機

能障害支

援に関心

の あ る

人、行政・

福祉関係 

(E)５１名 

5 



④上記①〜

③ を 達 成

す る た め

の 事 業 全

般 

上記の事業を実施するため

に必要な管理や運営につい

ての広報や雇用を行う 

(A)随時 

(B)佐賀県内  

(C)2名 

(D) 高次脳

機能障害

当事者・

家族、医

療福祉関

係者、行

政関係者 

(E)１６９名 

580 

 

 

(2) 次年度繰越金が発生する場合、その活用見込み 

事 業 名 具体的な事業内容 
(A)実施日時 

(B)実施場所 

事業費の 

支出金額 

(単位：千円) 

①グループ

ホ ー ム 設

立 に 向 け

た積立金 

高次脳機能障害向けグループホーム

の設立に向けた積立を実施する。 

(A)随時 

(B)佐賀県内 

1321 

 

 

  



（様式第７号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 1,656,000  

受取会費 189,000  

受取寄付金 143,800  

   

   

収入 計 1,988,800  

支 
 

出 

〇家族会研修会事業   

消耗品費 21,176  

会議費 4,918  

   

○勉強会事業   

諸会費 10,152  

消耗品費 21,176  

会議費 4,918  

   

○グループホーム設立の視察事

業 

  

 旅費交通費 5,200  

   

○その他   

 管理費 47,034  

 減価償却費 40,601  

   

○グループホーム設立に向けた

積立金 

  

 積立金 1,321,182  

   

   

返礼品等の調達に係る費用 382,857  

返礼品等の送付に係る費用 23,195  

ふるさと納税の広報に係る費用   

ふるさと納税の事務に係る費用 106,391  

支出 計 1,988,800  

○GCF を行った場合は、GCF の事業単位で支出を区分して記載してください。その他の事業について

もできるだけ事業単位で記載してください。 

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 


